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Aus der Medicinischen Klinik der Okayania Mediainischen Fakullat

(Vorstand: Prof. Dr. K. Kakinuma).

Beitrage zur Kenntnis uber den Rhodanhaushalt.

Von

Ushio Ichimura.

Eingegangen am 20. Juni 1935.

Seit der Entdeckung des Rhodans 

durch Treviranus im Speichel sind 

mehrere Forschungen von vielen Autoren 

bezuglich seiner biologischen Bedeutung 

sowie Herkunft erschienen. Wenn auch 

seine Entstehung und seine Vorkommen 

noch nicht sicher klargestellt worden 

sind, so wird die Rhodanwasserstoffaaure

bildung neuerdings als eine der Schutz

funktionen des Organismus angesehen, 

und zwar als eine Funktion, die vorwie

gend in der Leber stattfindet, da das im 

intermediaren Stoffwecbsel entstandene 

Zyan dort auf diese Weise entgiftet 

werden kann.

Ich habe an Kaninchen unter eiuigen 

Versuchsbedingungen, wie sie bald unten 

auseinandergesetzt werden, taglich den

 Rhodauspiegel im Serum colorimetrisch 

und im Harn jodometrisch verfolgt und 

die folgenden Resultate erhalten.

1) Nach der subktanen Injektion 

von Typhusvaccin stieg der Rhodan

spiegel im Serum wie im Harn gleich

massig hinauf.

2) Im Fallen von peroraler Verab

reichung von Tetrachloruiethanemulsion 

sank der Rhodanspiegel im Serum und 

Harn taglich immer mehr herab, so dass 

einige Tage vor dem Tod des Versuch

stiers Rhodangehalt nicht mehr nach

gewiesen werden konnte.
3) Wenn den Kaninchen zuerst 3 

Tage hindurch jedesmal 1.5 cc. 1 %iger 

Kollargollosung und dann 3 Tage je 5, 

7, 10 cc., also im ganzeu 6 Tage lang,
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fortgesetzt intravenos injiziert wurde, so 

steigte der Rhodangehalt im Serum keine 

bemerkeaswerte Verauderung, wahrend 

der im Harn erst taglich immer mehr 

herabsank, und dann von vierten Injek

tionstage ab, wieder plotzlich zum nor

malen, aufanglichen Wert zuruckkehrte.

Aus diesen Ergebuissen, und auch 

auf Grund meiner fruher publizierten 

Abhaudlungen uber den intermediareu 

Stoffzerfall, lasst sich schliessen, dass die

 Rhodaubildung, im allgemeinen, dann

 steigt, wenn der Eiweisszerfall im Korper 

steigt, aber umgekehrt herabsinkt, falls 

die epithelialen Parenchymzellen der 

Leber irgendwie geschadigt werden. 

Die Blockierung der reticuloendothelialen 

Systems wirkt nur vorubergehend ver

mindernd auf die Rhodansusscheidung, 

was wohl beweisst, dass das R. E. S. auch 

auf den Rhadanhaushalt einen gewissen 

wenn auch nur unbedeutenden Einfluss 

ausi bt. (Kurze Inhaksangabe.)
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第1章　 緒 言

RhodanガTreviranusニ 依 リ テ 所 謂

"Blutsaure"ト シ テ 唾 液 中 ヨ リ 檢 出 サ レタ、
ル ハ1814年 ニ シ テ, 1829年PorcetガSch

wefelcyausaureノ 研 究 ヲ 發 表 シ テ 其 ノ 化 學

性 状 ガ 審 ニ サ ル ル ヤ, Tiedemann und Gme

linニ 依 リ テ, "Blutsaure"ガSchwefel

cyansaureニ 他 ナ ラザル コ トガ闡明 サ レ茲 ニ

始 メテ其 ノ木態ガ克明 スル ニ到 レリ.爾 來學

徒 ノ研究 ハ之 ガ由來竝 ニ生物學的意義 ニ向ク

ラ レ,今 日尿.糞 便,血 液,胃 液等其 ノ他生

體 ノ隨所 ニ證 明サ ルルニ至 レリ.余 ハ今爰 ニ

從來 ノ主要文獻 ヲ通覧 シテ「ロダ ン」代謝 ニ關

スル輓近知見 ヲ研 明 セ ン ト欲 ス.

Plimmerハ 化 學 的 ニ 純 粹 ナ ル 蛋 白 體 ヲextra

corPnsデ 酸 化(Conz, HNO3, H2SO4 ete)ス ル

時 ハ,種 々ナ ル%ニ 於 テHCNガ 發 生 スル コ トヲ

證 明 シ, Bruplant, Kobert等 ハAdeninヨ リCN-

根 ガ遊 離 ス ル コ トヲ言 ヒ, Paschelesハin vitro

デ 實 驗 的 ニHCN卜 共 ニEiweisslosungガdigo

nierenス ル時 ニ,又 屍 體 臟 器 ヲ 細 末 シテ 青酸 ト

混 合 スル 時 等 ニ極 メテ緩 慢 ナ レ ドモ「ロダ ン」ヲ生

ズ ル コ トヲ言 ヘ リ.又Glacosa, Lang, Nenki,

 Salkowski等 ハ 青 酸. Zyanide, Nitrile等 ガ生 體

内 デ 各 々Rhodanateニ 移 行 ス ル コ トヲ言 ヘ リ.

 LandハHCN中 毒 ノ治 療 ニ其 ノAntirdotナ ルL

Natr. Thiosulfatヲ 與 ヘ ル コ トヲ言 ヒ,

NaCN+SO2SNaON
a+O=CNSNa+SO2ONaONa

ノ如 キChemische Formulierungヲ 提 唱 セ リ.
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即 チ之 等 ノ人 々 ハ實 驗 ヲ以 テ觀 ル モ 明 カ ナ ル 如

ク,今 日一 般 ニ ハRhodanナ ル モ ノハ新 陳 代 謝 ニ

於 テ 蛋 白 崩 壞 ニ ヨ リテ生 成 サ レ タル生 物 ニ對 シテ

有 毒 的 物 質 ハ解 毒 的意 義 ヲ以 テ生 成 サ ル ル處 ノ防

遏 機 轉 ノ然 ラ シム ル所 産 ナ リ ト考 ヘ ラ レ,而 シテ

其 ハ際 所 要 トス ル硫 黄 ハC. Voegtlin, Johnson

 und Dyer等 ハ實 驗 ニ 依 リテCyetinヨ リ供 給 サ

ル ル コ トヲ證 明 サ レ タ リ.而 シ テ又 一 面 ニ在 リテ

ハ 生 物學 的 ニRhodanハ 意 義 ガ ー 部 ノ人 々 ニ依

リテ 極 メテ 重 要 視 セ ラ ル ル ニ 至 レ リ. Westpha1

ガGenuine Hspertonieノ 研 究 ニ於 テRhoda

nanionヲ 治 療 ニ採 入 シ一 般 臨 牀 家 ハ 興 味 ヲ唆 リ

タル ハ周 知 ハ處 タ リ.Lockmannハ 最 近Rhodan

ガ著 明 ハ殺 菌 カ ヲ有 ス ル コ ト ヲ 言 ヘ リ.又 先 年

BecherハFssentielle Hypertonieニ 於 テハ 血 清

ハRhodampiegehハ 正 常 卜大 差 ナ キ モ, Nieren

insnYtizienzヲ 有 ス ル モ ハニ ア リテ ハ 著 明 ハ上 昇

ヲ觀,且 屡 々 其 ハ際 觀 ラル ル 血 壓亢 進 ハ之 ニ因 ス

ル ナ ラ ン ト言 ヘ リ.斯 ハ如 ク多 數 ノ 先 達 ニ 依 リ

テ,諸 種 病 態 竝 ニ正 常 ニ於 ケル 「ロダ ン」代謝 ハ消

長 ニ關 シテ ハ 能 ク研 究 サ レ, P. Saxlハ 殊 ニ廣 汎

ニ 亙 リテ 檢 索 シ,蛋 白 崩 壊 ハ盛 ニ 行 ハ ル ル疾 病,

例 之 癌,肺 炎,「 チ フ ス」等 ニ於 テ ハ 著 明 ノ排 泄 増

多 ヲ證 明 セ リ.而 シ テ最 近Schechterハ 諸 種 臟 器

粥 ヲ作 リ之 ニNatr. cyanidヲ 加 ヘ テ. Alkali卜

共 ニ37℃ デ24時 間放 置 シテ後 「ロダ ン」ハ定 量 ト

一 方Blausaure destillationヲ 行 ヒ テ 如 何 ナ ル程

度 ニCyanガ 殘留 スル ヤ ヲ檢 セ シニ,腦,脾,肝.

腎.筋 肉,血 清 等 ノ中 ニ於 テCyanノ 結 合力 ハ肝

臟 ヲ以 テ第 一 位 ニ ア ル コ トヲ證 明 シ,主 トシテ肝

臟 ニ於 テ行 ハ ハ ル コ トヲ言 ヘ リ.

余ハ茲ニ於テ實驗的ニ肝臟 ヲ傷害 シタル場

合,竝 ニ網状織内被系統機能 ノ變調 ヲ起サシ

メタル場合二於テ,「 ロダン」代謝ノ消長 ニ如

何ナル變化 テ呈スルヤヲ檢 シ,此 方面ノ知見

ヲ聊 カ補遺 セン ト欲ス.

第2章　 實驗方法竝ニ供試材料

1.如 何 ナ ル研 究 ニ於 テ モ常 ニ感 ズ ル處 ナル モ

實 驗 方 法 ハ選 擇 ハ其 ノ成 績 ニ大 ナ ル 影 響 ヲ及 ボ ス

モ ノナ ハ 故 ヲ以 テ,「 ロダ ン」定 量 ニ際 シテ 充 分 ノ

檢 討 ヲ試 ミタ リ. 1906年Willanenハ"Entsteh

ung des Rhodan in Organiamen"ナ ル 論 文 ニ

於 テ,正 常 家兎 ノ尿 中 ヨ リRhodanヲ 定 量 スル コ

トノ不 可 能 ナ ル ヲ言 ヒ.純 粹 蛋 白質 ヲ以 テ 飼 育 セ

シ メ タル 時 ニ ノ ミ證 明 シ得 ル モ ハナ リ ト言 ヘ リ.

然 レ ドモ余 ハ 次 ニ述 ブ ル ガ如 キ方 法 ヲ以 テ 測 定 シ

得 タル ヲ以 テ,實 驗 諸 條 件 ニ對 シ,實 際 上 却 テ 正

確 ヲ期 ス ル コ ト多 キ ハ便 アル 爲 メ試 驗 動 物 ニハ 家

兎 ヲ選 ビ タ リ.而 シテ 之 ガ飼 育 ニ關 スル 諸 條 件 ハ

曩 ニ拙 著 中 間 代 謝 ニ關 スル研 究 第1報 中 ニ掲 ゲ タ

ル ト全 ク同 一 ノモ トニ行 ヘ リ.而 シテ 肝 臟 機 能 ハ

實 験 的 障 碍 ハ目的 ニハ 岡 野 氏 ハ實 驗 ニ準 據 シ,四

鹽 化 炭 素 ヲ3%ノ 「ア ラ ビヤ ゴ ム」水 溶 液 中 へ10

%ハ 割 合 ニ混 ジ テ乳 化 シ タル モ ハ ヲ一 定 量 與 ヘ タ

リ,即 チ氏 ガ既 ニ各 種 用 量 ニ對 ス ル内 臟 ノ變 化 ヲ

病 理 組 織 學 的 竝 ニ 生 物 學 的 一定 標 識 ヲ 以 テ 檢 索

ン,肝 臟 ハ 中 心 性 脂 肪 變 性 ニ陷 リテ 機 能 障 碍 ヲ惹

起 セル コ トヲ確 證 シア ル 爲 メナ リ.

2.測 定 法,從 來 定 量 ニ用 ヒ ラ レ タル 方 法 ノ原

理 ニ2ア リ,即 チ1ツ ハ尿 中 ハRhodanヲSil

berllodanatノ 沈 澱 トシテ,此 中 ヨ リ硫 黄 ヲ定 量

シ テ(Munk)測 定 セ ン トス ル モ ハ ト,他 ハJodo

metrischニ 行 フ(Rupp-und Schied)モ ノ ニ シテ.

該 沈 澱 ガCarbonateハ 存 在 ニ於 テ 沃 度 ヲ脱 色 ス

ル コ トニ據 リタ ル モ ノナ リ.然 レ ドモ之 等 ハ原 注

ハ 該 沈 澱 ナ ル モ ハガRhodanハ 他 ニ他 ハ硫 黄 含

有 物 質 竝 ニ沃 度 吸 着 物 質(例 之Alhumose)ヲ 混 在

シ得 ル點 ニ考 慮 ヲ拂 ハザ リシ爲 メ, Meyer, Thie1,
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Saxl, Edinger, Schechter等 ニ依 リ改 良 推 賞 サ レ

タ ル次 ノ如 キ方 怯 ニ依 リテ行 ヒ タ リ.共 ノ原 理 ト

ス ル處 ハ重 曹 ヲ加 ヘ タ ルRhodanidlosunnガ 多 量

ノ沃 度 溶 液 ヲ脱 色 シ,而 シ テ重 曹 含 有 溶液 ノ中 ニ

於 テJodocyanヲ 發 生 ス几 モ ノナ ル ガ,此 反 應 ニ

ハ室 温 ニ於 テ4時 間 以 上 放 置 ス ル ヲ要 ス,之 ニ鹽

酸 ヲ注 意 シテ加 フル 時 ハ, KJヨ リKHガ 成 生 サ

レテJodocsanガ 分 解 サ レテ,其 ノ際CNHガ 生

ジ,即 チCNJ+HJ=CNH+J2ト ナ リテ 全 體反

應 ハ

CNSK+3J2+4H2O=H2SO4H5HJ+

KJ+CNH

ニ テ 表 シ 得 ラ ル ル モ ノ ニ シ テ,則 チ1分 子 ノ

Rhodankaliumハ6Jニ 相 當 ス ル ヲ知 ル,而 シ テ

之 ニ要 スル試 藥 ハ

1,100倍 稀 釋 ノ硝 酸, 2.3%硝 酸 銀 溶 液. 3,重 曹

(Merk製), 4,沃 度 加 里, 5, N/10沃 度 液, 6. N10

次 亞 硫 酸 曹 達. 7, 10%鹽 酸, 8, 2%澱 粉 溶液 ニ

シテ,尿 ハ50-100ヲ 使 用 シ,煮 沸濾 過 シテ蛋

白體 ヲ除 去 シ,酸 性 トナ ル マデ(1)ヲ 加 ヘ(尿 量

ノ約 倍 量 位 ヲ 要 セ リ),之 ニ 攪 拌 シ ツ ツ(2)ヲ 加

ヘ ル時 ハ,鹽 化銀 竝 ニ「ロダ ン」銀 ノ沈 澱 ヲ生 ズ,

微 細 ナ ル沈 澱 ヲ凝 縮 セ シム ル 爲 メ重 湯 煎 漕 上 ガ約

10分 間 位 加 温 シ,最 早(2)ヲ 加 フル モ 潤 濁 セザ ル

コ トヲ確 メテ 濾 過 ス(濾 液 ハ澄 明 ナ ル モ,濾 過 ニ

時 間 ヲ要 ス,吸 引 装 置 ヲ施 セ バ便 ナ リ). (1)液 ヲ

以 テ沈 澱 ヲ數 囘 洗 滌 シ.之 ヲ濾 紙 諸 共 少 量 ノ水 ヲ

以 テ 「フ ラス コ」中 へ取 リ.充 分攪 拌 シテ 之 ニ3g

ノ重 曹 ヲ入 レテ 溶解 セ シム ル 時 弱 「アル カ リ」性 ヲ

呈 ス(不 然 時 ハ更 ニ少 量追 加).次 ニ3gノKJヲ

加 ヘ テ 輕 ク振 盪 シ テ溶 解 セ シメ.之 ニ褐 色 ヲ著 明

ニ呈 ス ル マデ 沃 度 ノ規 定 液 ヲ加 ヘ(約10cc前 後 所

要)密 閉 シ テ暗 所 へ4時 間 以 上 放 置 シ,之 ヲ取 リ

出 シ テ鹽 酸 ヲ(7)注 意 シ テ加 へ 〔CO2ヲ 急 激 ニ盛

ニ發 生 セ シム ル 時 ハ 損失 ア リ〕,澱粉 ヲ示 藥 トシ テ

次 亞硫 酸 曹達 デ滴 定 ス.計 算 ハ前 述 ノ如 ク6Jガ

1 Rhodanニ 相 當 ス ル故, 60ccノN/10沃 度 溶 液

ガ其 ノ分 子量 ニ 相 當 ス即 チ

CNS'=58.068=6J=60ccN/10 Jodolosung

故 ニCNS'/6=9.67=J,則 チN/10沃 度 液1ccハ

Rhodanノ0.967mgニ 相 當 ス.次 ニ血 清 ヨ リ ノ定

量 ニ就 テ モ 古 來 種 々 ナ ル考 案 ガ試 ミラ レ シモ猶 ホ

未 確 實 ナ ル 容 量 分 析 法 ナ キ ガ 如 ク, Rupp und

 ThielガJodometriechニ 行 ハ ン トセ シ ガ,其 ノ

前 期 對 照 試 驗 ニ 用 ヒルTyrodellosungガ 既 ニ一

定 量 ノ沃 度 ヲ 結 合 ス ル ト言 ハ レ, Jacubowitch,

 Munk等 ハGravimetriechニ 行 ヒ,酸 性反 應 デ

Bromwasserヲ 以 テ 酸化 シCNSHノSヲ 分離 セ

シ メ,之 ヲ硫 酸 デ 處 理 シ, BaCl2ヲ 以 テBaSO4ト

シ テ 沈澱 セ シ メ,之 ヲ秤 量 ジ タ レ ドモ,材 料 ノ豊

富 ナ ラザ ル時 ハ 沈 澱 ガ充 分 得 ラ レズ 微 量 定 量 ニハ

適 セ ズ,結 局 現 今 ニ於 テ ハColorimetrischニ 施

行 ス ル コ トガ,最 モ簡 便 ニ シ テ却 テ比 較 的 正 確 ナ

ル ガ如 ク,多 少 ノ論 難 點 ハ カ レザ ル モ 好 ンデ使

用 サ レ, Bruylant, Colasanti, Autenrieth-Funk,

 Oehl, Peter等 ノ諸 氏 ニ依 リテ種 々考 案 サ レタ ル

モ,最Schreiberニ 依 リヲ 改 良 サ レ タルFerri

reagensニ 依 ル モ ノ最 モ 好適 ナ ル ガ如 シ,即 チ從

來 ハFeCl3トHClト ガ使 用 サ レ タ ル モ,前 者 ノ

緑 色 調 ガ比 色 ニ際 シテ 支 障 ヲ來 ス 憂 ヒ アル ヲ 以

テ, SchreiberハFe(NO3)3トN/10HNO3ト ヲ

用 ヒ タ リ,爾 來 唾 液,血 清 共 ノ他 ノ體 液 等 ノ研 究

ニ ア タ リテ ハ 好 ンデ 賞 用 サ ル ル方 法 ニ シ テ余 モ亦

專 ラ之 ニ 準 據 セ リ. SchreiberノFerrireagensナ

ル モ ノハ

10%Fe(NO3)3　 10cc

N/10HXO3　 10cc

20%HNO3　 約30gtt

ニ シ テ, 20%HNO3ハ 脱 色 ニ至 ル マデ 加 ヘ ル モ

ノ ナ リ.血 清 ハ1-2ccヲ 使 用 シ, 20%CCl3
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COOHヲ(約 同 量)加 ヘ テ 濾 過 ス ル 時 ハ,澄 明 ナ

ル 濾 液 ヲ得(蛋 白質 竝 ニ 血清 本 來 ノ 色 調 ヲ除 去

ス),之 ニFerrireagensヲ 加 ヘル 時 ハblassgelb

乃 至blassgelbrotヲ 呈 ス,此 呈 色 反 應 ガ 被 檢 材

料 中 ニ含 有 サ レタ ルIonogene Rhodanノ 量 ニ比

例 スル モ ノナ レ ドモ,最 初 濾 過 ニ 際 シテKolloid

ニ結 合 又 ハ 吸 着 サ レタルRhodanハ 幾 分 ノ損失

トナ ル ベ シ.對 照 液 ト シ テ ハ1mg%ノRhodan

kaliumlosungヲ 用 ヒ テDuboskノColorimcter

ヲ 以 テ 色 比 セ リ.

第3章　 實驗成績

第1節　 人尿ニ於クル實驗成績

前記定量方法ニ依リテ人尿ニ於ケル「ロダン」排

第1表　 人尿ニ於クル實驗成績

泄量ガ如何ナル關係ニアルヤヲ觀 ント欲シテ.正

常健康男女,高 度ノ喫煙家,極 熱期 ニアル腸 「チ

フス」 ノ相當重症患者(男)等 ノ尿ニ就テ ノミ試 ミ

タルモ ノニシテ,其 ノ成績ハ第1表 ニ於テ觀ルガ

如 ク, 24時 間中ノ排泄量ハ正常健康人ニ於テハ3

-4mg%ヲ 示 シ,可 也高度 ノ喫煙家ニアリテハ

6.071mg%ヲ 示 シ,稍 々増加セリ.猶 ホ 又相當

重症ナル腸「チフス」患者(併 シ何 レモ全治セ リ)3

名 ニ於 ケル成績ハ12-21mg%ヲ 示 シ著明ノ排

泄増多ヲ觀 タリ.而 シテ之等 ノ實驗ハ昭和8年9

月半ニ行ヒタルモノニシテ,暑 期ニシテ發汗量モ

猶ホ多ク尿量ハ稍々僅少ニシテ濃厚ナルモ ノナ リ

キ.

第2節　 「チフスワクチ ン」ヲ注射 セル

家兎 ノ尿及 ピ血液中 ニ於 クル

實驗 成績

正常家兎ニ就キ「チフスワクチン」2ccヲ 皮 下注

第2表　 「チ フスワクチ ン」ラ注射 セル家 兎ノ尿,血 液 ニ於 ケル實驗成績

家 兎 體 重2000g
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射 シ,之 ガ 前 後 ニ於 ケ ハ「ロダ ン」排 泄 量 ノ推 移 ヲ

追 日定 量 シ テ比 較 セ リ.即 チ第2表 ニ於 ケ ル ガ如

ク,正 常 時1.8-1.6mg%ヲ 其 ノ尿 中 ニ排 泄 セ ル

モ ノガ,注 射 ニ依 リ2.5-2.1mg%ト ナ リ,又 血

液 中 ニ於 テ モ0.199-0.217mg%ヲ 示 シ タ リシ モ

ノ ガ「ワク チ ン」注 射 後 ハ0481-0.352mg%ト ナ

リ タ リ.

第3節　 四鹽化炭素 デ經 口的ニ投與

セル家兎ノ尿及 ビ血液ニ於

ケル實驗成績

正常家兎ニ第2章 ニ於テ述ベタハガ如キ方法ニ

第3表　 四鹽化炭素 テ投與セル家兎ノ尿血液中ニ於ケル實驗成績

家 兎 體 重2000g

テ 四鹽 化 炭 素 乳 劑 ヲ作 リ,共 ノ5.0ccヲ 「カ ニ ユ

ー レ」 ヲ以 テ,先 ヅ與 ヘ.翌 日ハ 更 ニ8ccヲ 輿 ヘ

テ,其 ノ前 後 ノ状 態 ヲ測 定 セ ル モ ノナ レ ドモ,試 驗

家 兎 ハ此 操 作 ニ依 リテ,食 思 減 退 シ途 ニ ハ何 物 ヲ

モ攝 取 セ ズ乳 劑 投 與 後5日 ニ シ テ死 亡 セ リ.其 ノ

成 績 ハ第3表 ニ於 テ 觀 ル ガ如 ク,四 鹽 化 炭 素 投 與

前 ニ在 リテ ハ 大 約3.0mg%ヲ 保 持 セ シゲ,投 與

後 ハ逐 日減 退 ヲ漸 次 來 セ リ.而 シテ 血液 ニ於 ケル

變 動 ハ5.0cc投 與 ノ翌 日ハ 寧 ロ増 多 ヲ示 シ, 8.0cc

投 輿 ノ翌 日ハ 急 ニ減 少 セ リ,而 シテ其 ノ後 ニ在 リ

テハ.比 色 法 ニ依 リテ ハ判 然 測 定 シ得 ザ リキ.

第4節　 「コラルゴール」溶液 ヲ注入

セル家兎ノ尿及 ビ血液ニ於

クル實驗成績

第4表

家 兎 體 重2200g
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本 例 ニ 於 テ ハ1%「 コ ラル ゴ ー ル」溶 液 ノ 少 量

ヨ リ漸 次 大 量 ニ到 ル用 量 ヲ注 射 シ以 テ所 謂 網 状 織

内 被 細胞 系 統 ノ機 能填 塞 ニ到 ラ シ メ タル モ ノニ シ

テ.其 ノ正 常 時 ヨ リ逐 日「ロダ ン」量 ノ變 動 ヲ測 定

.セリ.其 ノ成 績 ハ第4表 ニ於 テ示 セ ル ガ如 ク ニ シ

テ,尿 ニ在 リテ ハ1.5cc注 射 第1日 ニハ 著 明 ノ變

化 ヲ呈 セ ズ,第2日 目 ノ同 量 注 射 ニ依 リテ ハ稍 々

減 少 ヲ示 シ,共 ノ後 漸 次 減 少 シテ,正 常 時1.6mg

%前 後 ナ リ シモ ノガ遂 ニ0.641mg%ニ マデ 低 下

シ,尚 ホ モ大 量 ノ「コラ ル ゴ ー ル」注 射 續 行 ニ依 リ

テ,急 ニ再 ビ正 常 時 以 上 ニ 増 加 ヲ示 シ, 1.942mg

%ヲ 示 シ,爾 後 ハ大 體 ニ於 テ 正常 値 ヲ持 セ リ.而

シテ 血清 ニ於 ケル増 減 ヲ觀 ル ニ其 ノ變 化 ハ 尿 ニ於

ケル ヨ リ僅少 ニ シテ, 1.5cc注 射 翌 日 ニ0.316mg

%ヲ 示 シ 稍 々 増加 セ ル モ ノ ト看 做 シ得 ル カ,又

10cc注 射 ニ依 ル0.197mg%ハ 減 少 ト看 倣 シ得 ベ

キ カ,兎 角顯 著 ナ ル一 定 傾 向 ヲ窺 知 シ難 キ状 態 ナ

リ.

第4章　 實 驗成績 ノ總括及 ビ考按

前 章所載 ノ實驗 成績 ラ考察 シテ後結論 ニ及

バ ン トス.「 チ フス ワクチン」注射 ニ依 リテ生

體 ニ惹起 サルル新陳代謝異常 ニ關 シテハ曩 ニ

窒素代謝研 究ニ ヨ リテ報告 セシ處 ナルガ,斯

カル際「ロダ ン」量 ガ血清竝 ニ尿中ニ著明 ノ王

昇 ヲ示 シタルハ明 カニ體蛋 白崩壞 ノ増強 ヒル

場合 ニ「ロダ ン」ノ母體 ガ高度 ニ發生 シテ,而

カモ能 ク體内合成解毒機轉 ガ充 分行 ハ レタ ル

爲 メ,其 ノ生成壇多 テ見 タルモノナ ルベ ク,

腸 「チフス」患者 ニ於 テ尿中「ログ ン」量 ノ増量

ト大體 ニ於テ,其 ノ軌 ヲ同 フセルモノナルベ

シ.而 シテ血清 ニ於 クル「ログ ン」ハ尿中 ニ其

ノ排 泄 テ觀,且Becher等 ノ實驗 ニ依 リテモ

明カナルガ 如 クNierennisuffizienzノ 場 合 ニ

血清 ニ於 クル之 ガ上昇 ヲ證 明 セル處 ヲ以 テス

レバ, Retentionト モ看倣 シ得 ベク,此 際爾

者 ニ於 テ増多 ヲ認 メタルハ概 シテ生成増多 ノ

ミニ因 ルモノ ト解 シ得 べ シ.次 ニ四鹽化炭素

ノ投與 ニ依 リテハ尿 中ノ「ロダン」量 ハ漸次減

少 シ,血 清 ノ ソ レハ一時増加 セルガ如 キモ次

第 ニ減 少 シテ,遂 ニ比色法 ニ依 リテ測定 シ得

ザルニ到 レリ.此 成績 ハ主 トシテ四鹽 化炭素

ガ肝臟 ヘノ實質細胞 ヲ侵 シ,共 ノ機能不全 ニ陷

ラシメタ ル爲 メ,一 般的 ニ合成機轉 ガ障碍サ

ルル ト同様 ニ,「 ロダン」生成 モ亦障碍 サ レタ

ルモノナ ルベク,正 常時主 トシテ「ロダ ン」ノ

生成 ガ肝 臟 ニ於 テ行 ハレタ リシコ トヲ物語 ル

モノニ シテ, SchecLterノBlansauredestil

lationニ 依 ル實驗成績 トモ能 ク一致 スル處ナ

リ.猶 ホ又四鹽化炭素 投與 ニ依 リテ招來サル

ル體内臟器 ノ障碍變 化 ハ獨 リ肝臟 ニノ ミ止 マ

ラズ,腎 臟,脾 臟 テモ一定程度 ニ侵 スコ トハ

久保 田,清 水氏等 ニ依 リテ既 ニ立證 サ レ 處

ナ リ,隨 テ此際最初 ニ當 リテ一時血清 「ログ

ン」量 ノ上昇 ヲ示 セ シバ,前 ニ述 ベタルガ如

ク, Reteutionト モ看做 シ得 ベ ク,肝 臟障碍

ガ次 第 ニ高度Fナ ルニ從 ヒ,「 ロダン」生成 ノ

減少 ヲ來 シ,從 テ次第 ニ血清 中ノ値 モ次第 ニ

低下 シ,途 ニ極度 ニ障碍 ラ蒙 ルニ及 ビテハ之

ヲ證 明 シ得 ザルニ到 リタルモ ノナルベ シ.次

ニ「コラル ゴール」溶 液 テ注 入 セル成績 ハ,尿

中 ニ於ケ ン「ロダ ン」量 ハ次 第 ニ減 少 シテ又正

常値 ニ復 スル テ窺知 シ得 タルモ,血 清 中 ニ於

ク ル ソレハ殆 ド一定傾 向 ヲ示 サズ,コ ハ元來

「コラル ゴール」ガ主 トシテ網 状織 内被細 胞系

統 ニ作 用 シテ,肝 臟 實質細 胞ニ ハ大ナル障碍

ヲ與 ヘズ,隨 テ實 質細 胞 ノ機能 ハ大體 ニ於テ
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正常状態 ニ保持 サ レ,恐 ラク其 ノ「ログン」生

成機能 ニハ大ナル影響 ヲ與 ヘ ザ リ シナ ラ ン

モ,血 清 ニ於 ケハ「ロダ ン」量 ノ成績 ト照合 シ

テ考 フル時 ハ,尿 中ニ於 ケル一時的減 少ハ單

ニ腎臟 ノ排泄機能 低下 ニ依 リテ ハ説 明 シ得

ズ,即 チ正常量 ニ生成サ レテ尿 中ニ減少 ヲ觀

ル時 ハ遂 ニハ血清 中ニ鬱積 シテ増量 サルベ キ

ナ リ.則 チ此成績 ノ考按解釋 ハ單 ニ本實驗 ノ

ミニ基 キテハ聊 カ困難 ヲ感 ズル處ナル モ,嘗

テ余 ガ行 ヒタ ル網状織 内被細胞 系統 ノ新陳 代

謝 ニ於 ケル意義 ニ關 スル實驗報告 ヲ考慮 ス レ

バ,血 清竝 ニ尿 中ニ於 クル「ロダン」量 ヲ相聯

系 シテ觀 ル時,全 體的 ニハ「コラル ゴール」注

入 ニ依 リテ生成 ノ減少 テ意味 スル モ ノ ニ シ

テ,「 ロダ ン」代謝 ニア リテ モ,網 状織内被細

胞系統 ハ全生體 内新陳 代謝系 ニ介在 シテ,其

ノ機構 ハ未審 ニスルニ 由ナ キモ,其 ノ失調 ガ

一時低下的因 子 トシテ反應 セ シモノナル コ ト

テ知 ル.

第5章　 結 論

1.家 兎 ニ「チ フスワクチ ン」注 入 ヲ行 フ時

ハ血清竝 ニ尿 中 ノ「ロダ ン」量 ハ上昇 ス.

2.又 西 鹽化炭 テ投 與 スル時 ハ,血 清竝

ニ尿中「ログン」量 ハ次 第 ニ減 少 シ,死 迫 ノ數

日前 ニ於 テハ血清 中ニハ證 明 シ得 ズ.

3.「 コ ラル ゴール」溶 液 ヲ 注 入スル 時 ハ

「ログ ン」量 ノ血 清 中ニ於 ケル値 ハ正常時 ト大

差 チ示 サザルモ,尿 中ニ於 テハ次第 ニ減 少 ヲ

示 シタルモ,又 再 ビ正常値 ニ復 ス.

終 ニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導 ト御校閲ヲ賜

リタル恩師柿沼教授ニ満腔 ノ感謝 ヲ捧 グ.
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